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懲 罰
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孔
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骨

Ｈｆ 己●

A副ｉ
Ｒもぷﾏ移

＝

毎Ｗ

き
し
婚
。

叩
４
坪
凸

E 綴■旬

所
在
地
ｌ
長
田
区
四
丁
目
篇
一
宮
川
橋

口
市
バ
ス
長
田
町
五
丁
目
西
一
○
○
ｍ

第
一
宮
川
橋
の
西
、
川
に
接
し
て
立
っ
て
い
る
。

バ
ッ
ク
に
教
会
の
あ
る
風
景
は
い
か
に
も
神
戸
ら
し
く
、

「
市
民
の
木
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

樹
高
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⑨
ト
ク
コ
・
プ
ル
ミ
エ
●
ヴ
オ
ル
／
ブ
ラ
ウ
ス
Ｓ
Ｂ
、
０
０
０
円
・
パ
ン
ツ
４
ｓ
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

日
階
八
イ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
ジ
ュ
ア
ル

、

零’ キ
ー
ワ
ー
Ｋ
は
、
〃
元
気
・
軽
や
か
。
す
ば
し
っ
こ
い
″
。

こ
の
秋
は
、
同
室
公
出
で
は
な
く
、
グ
ー
＋
Ｔ
ｌ
カ
ラ
ー
に
ビ
ビ
ッ
ト
カ
ラ
ー
上
往
プ
ラ
ス
し
て
、

カ
ラ
ー
コ
ソ
了
ト
ラ
ス
ト
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

帝
小
ト
ム
を
ス
リ
ム
に
ま
と
め
て
、
ト
ッ
プ
は
ピ
ッ
げ
庭
Ｌ
・

都
会
の
中
で
、
フ
全
小
ｌ
テ
ィ
ブ
エ
レ
ガ
ン
ス
を
閤
甥
雌
則
に
表
現
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ソ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ケ
ー
ト
さ
れ
た

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
秋
。

､

‐
１
１ 惨叫鮒鯛而鼎緋Ｅ蝿購鰭繍… 』
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ｅ
表
示
価
格
の
３
％
を
消
費
税
と
し
て
別
途
頂
だ
い
い
た
し
ま
丈

Ｉ
形
も
色
も
楽
し
い
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
感
覚
の
バ
ツ
だ
●
シ
ビ
ラ
／
ジ
ャ
ヶ
ッ
ト
ー
ｇ
Ｑ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

光
沢
の
あ
る
素
材
に
も
注
目
し
た
い
。
※
イ
ン
ナ
ー
、
パ
ン
ツ
は
参
考
商
品

巳
階
ジ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ｅ
ド
ロ
テ
．
ビ
ス
／
バ
ッ
グ
（
右
）
Ｅ
Ｓ
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

（
左
）
Ｅ
Ｓ
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
／
１
階
八
ン
ド
バ
ッ
グ
売
場

フ
ー
ド
付
き
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
ト
レ
ン
ド
の
ひ
と
つ
。
ウ
ォ
ー
ホ
ル
風
の

ポ
ッ
プ
な
カ
ラ
ー
も
、
シ
ｘ
ブ
ル
で
モ
ダ
ン
な
イ
メ
ー
ジ
に
ま
と
め
て
。

④
ク
ロ
ー
ド
。
モ
ン
タ
ナ
／
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
９
５
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
・
カ
ッ
ト
ソ
ー
巳
Ｂ
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

ス
パ
ッ
ツ
５
５
、
０
０
口
円
／
巳
階
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ブ
ニ
ォ
ッ
ク

あ

浴
び
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
。
こ
の
秋
デ
ビ
ュ
ー
し
た

″
シ
ピ
ラ
〃
が
新
し
い
感
性
を
伝
え
て
く
れ
ま
玄

コ
ー
デ
オ
ネ
ー
ト
の
最
後
の
決
め
手
に
。

●
ラ
ン
’
一
才
ｌ
ヌ
／
パ
ン
プ
ス
（
下
〕
１
Ｓ
、
Ｂ
Ｏ
Ｏ
円

（
上
）
１
日
、
Ｂ
Ｏ
Ｏ
円
／
１
階
婦
人
く
つ
売
場

なたの､神戸で魂Ｌ

；
Ｉ
。
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ル
ー
ベ
ン
ス
、
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ク
ら
オ
ラ
ン
ダ
刀

世
紀
の
幽
家
の
絵
画
Ⅷ
点
の
美
術
展
「
昔
日
の
画
家

た
ち
展
」
が
８
／
型
１
９
／
２
ま
で
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
「
大
輪
川
の
間
」
で
催
さ
れ
た
。

８
月
詔
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
、
日
本
の
代
表

的
コ
レ
ク
タ
ー
黒
江
光
彦
さ
ん
が
挨
拶
で
「
近
代
画

を
交
え
ず
オ
ラ
ン
ダ
Ⅳ
世
紀
だ
け
に
限
っ
て
蒐
集
さ

れ
る
の
は
》
世
界
で
も
め
ず
ら
し
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
そ
れ
ま
で
の
伝
統
を
排
し
、
貴
族
階
級
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
肖
像
画
か
ら
、
市
民
・
農
民
を
描
い
た
自
由

な
作
風
な
ど
新
し
い
潮
流
を
生
み
出
し
フ
ラ
ン
ス
印

象
派
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
時
代
の
も
の
で
、

貴
重
な
作
品
ば
か
り
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
総
務
局
長
Ｊ
・
Ｇ
・
バ

ー
ニ
ン
グ
さ
ん
は
「
神
戸
市
と
は
姉
妹
港
と
し
て
関

わ
り
は
深
い
が
、
芸
術
と
文
化
を
通
し
て
さ
ら
に
強

い
結
び
つ
き
と
、
剛
年
の
両
市
の
歴
史
を
発
展
さ
せ

る
も
の
に
し
た
い
」
と
語
っ
た
。
主
催
者
ウ
ォ
ー
タ
ー

マ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
カ
レ
ル
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ン
さ

ん
は
「
ど
の
絵
も
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
ご

希
望
が
あ
れ
ば
お
譲
り
し
ま
す
」
と
、
ご
自
慢
の
絵
と

一
緒
に
写
真
に
収
ま
っ
て
く
れ
た
。

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｎ

Ｋ
ｕ
ｎ
Ｓ
ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｉ
Ｋ
＆
Ｖ
Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
Ｂ
．
Ｖ
，

Ｒ
Ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
柵
Ａ
ｍ
Ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｄ
ａ
ｍ
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
０
１
２
３
１
２
９
１
５
８

連
絡
先
池
田
邦
子
西
宮
市
甲
子
園
ロ
１
１
９
１
Ｍ

念
０
７
９
８
‐
６
５
１
０
２
０
８

~=矛
Rb１．．１芹守

畷
ａ

1 7世紀オランダ絵画の
醍醐味をＫＯＢＥで

盛ダニ君電姓

Ｉ

●オランダ・神戸の文化交流が花開く

Ｚ琴

哩一聖竜＆唾一一 ､ ｱ 堂綴判馳
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・ ンリ

lil
蕪

、

謬辱 、

コヨ巧
ｐ
Ｌ

ミッシェル･ クラン

、

ン
塗り

妻

胤
欝
瀞
膨

レン

クパ

、

ｊ
・
‐

鮒

クロードレマ

蕊雲

ルーフ? ル･ プﾗ ｲ ダﾙ ｻ ﾛ ﾝ

三愛
ｷ ｬ ﾝ デｨ ｨ Ｆ･ ﾏ ｽ ｱ ﾗ ﾌ ﾟ グﾚ ｯ ﾂ
ﾒ ｲ ｿ ﾝ ｸ ﾞ ﾚ ｰ 卜かエンテイワン
ﾌ ォーヒットミシユー･ エタム
ベネトンアユージェ
ラッキーズリーフノット
ハニーハゥス ｱ トモスフェール
イーストボーイヴィッキー
靴ド恩アラン ･ マヌキャン
フェアリーキャトルセゾン
ベシェハウスラ齢プロービ
リップｽ ﾀ ｰ ウコール
ペイﾄ ﾝ ﾌ ﾟ ﾚ ｲ ｽ ﾄ ﾘ ﾝ ﾌ ﾟ
ガ ﾞ ｲ ﾌ ラノ f ブル
パルチザンミセラン
ロイス ･ クレヨンシエル
マリーク⑰ン卜

s員邑

ノ
第Ｂ月曜・定休日

先
週
兄
つ
け
た
、
あ
の
枯
れ
葉
色
の
セ
ー
タ
ー
、

や
っ
ぱ
り
買
お
う
か
な
。

今
日
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ
る
か
ら
、

向
い
シ
ル
ク
の
開
襟
ブ
ラ
ウ
ス
に
し
よ
う
Ｉ
。

と
り
と
め
の
な
い
こ
と
を
考
え
な
が
ら
．

ゆ
っ
く
り
と
過
ぎ
て
い
く
時
間
ｐ

秋
は
朝
に
。

私
の
一
日
が
う
る
お
っ
て
い
き
ま
す
。

い
つ
も
よ
り
帥
分
早
く
目
を
覚
ま
し
て
．

ゆ
っ
く
り
と
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
。

蛇
口
か
ら
出
る
水
に
、

昨
日
と
は
進
う
冷
気
が
あ
る
。

パ
ス
ロ
ー
プ
を
は
お
っ
て
窓
を
開
け
る
と
、

ど
こ
ま
で
も
青
く
澄
ん
だ
空
、

肌
に
ひ
ん
や
り
と
心
地
良
い
空
気
。

特
別
な
、
で
は
な
い
け
れ
ど
、

な
ぜ
か
心
が
満
ち
足
り
て
く
る
一
日
の
始
ま
り
、
秋
の
朝
。

こ
ん
な
朝
は
、

お
気
に
入
り
の
音
楽
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に

時
間
を
か
け
た
朝
食
を
楽
し
む
。

て
い
ね
い
に
椎
れ
た
紅
茶
、

大
好
き
な
マ
フ
ィ
ン
に
は
マ
ｉ
マ
レ
ー
ド
と
パ
タ
ー
を
添
え
て
句

ひ
と
り
の
テ
ー
ブ
ル
で
も
手
を
抜
か
ず
に
、

カ
ッ
プ
や
お
皿
、
ナ
プ
キ
ン
も
き
ち
ん
と
整
え
る
。

心
に
暖
か
な
時
間
は
、

そ
ん
な
さ
さ
や
か
な
こ
だ
わ
り
か
ら
生
ま
れ
る
と
思
う
か
ら
。

ﾆ ーｅ串一 ○. 。

饗
一一＝

＝

－?壷
ク
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、
／
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国 ・ 雛

斤 １

で

ｒ 昔 韓 巷 刊 蝿 蹄 叫 叫 シ 、 ｓ 擦 謝 ぺ 到

獣 舜 計 ｓ く げ で ず 繕 ご タ 嚇 献 齢 〈 邸

惹 Ⅶ 節 剖 昔 猷 ン 汽 韓 壱 峡 で 乞 嘩 毎 駅 員

認 蛍 鑓 、 福

荷 珪 蔦 避 易 圃 錘 選

一 葛 、 Ｕ ４ 豊 美 眺 笥 執 堂 貯 削

三 職 蝕 繕 岳 醐 欝 零 画 恥 謂 姉 獅

『 ｕ ｑ 勇 灘 叫 弛 詩 蛎 画 謂 叫 』 軍 事 罰 葱

畠 獅 ｓ 鹸 渇 ・ 南 署 柵 舗 癌 僻 翻

些 蕃 Ⅷ ｓ 戯 升 誹 ｘ Ｎ 就 簿 琳

窒 静 ｓ 鋤 抑 誠 一 田 酬 聖

幽 霊 錨 囲 噸 沈 畠 ・ 田 吾 淵 圏 棚 州

器 苦 選 科 ｛ 認 淵 討 諦

害 侭 舜 肖 武 式 誰 署 州 ・ 尉 勤 制 藍

畢 錘 代 替 Ｅ ｎ 駄 酬

諾 ７ ４ 途 γ 昨 州 一 Ｊ 即 」 言 馳 苓 罰 附 針 断 涛 計

量 Ｈ 衝 『 一 貫 □ 叫 測 、 出 擢 ｓ 誹

爵 蕊 頑 誰 奇 予 当 聯 ｛

雪 請 訓 ヰ ロ 謬 升 国 匪 珊 奔 稔 訓 蕊 詣 謬 撃 即

畠 鋪 締 移 刈 到 汁 霊 画 禰 制 浄

囲 霊 帥 回 口 壷 餅 乳

吾 圏 ． 諜 躍 蝉 二 報 針 発 出 津 ﹇ 唐

鶴 田 雁 蕊 ・ 茸 齢 剃

蕃 剛 醐 野 呂 恥 ｓ 睦 器

易 戦 士 ・ 鯛 製 肌 聖 霊 差 』 、 牛 判

監 詞 雌 雛 § 雲 田 軸 』 武 縄 剛

副 画 該 ・ 函 田 凱 詑

認 諭 蘇 爺 端 侭 萄 違 副 ＃ 四 嘱 冨 の 謝 幹 罷

弓 識 蘇 鋪 続 目 蹴 競 切 二 番

謡 ・ 山 、 瀕 斗 ア

里 菖 画 駄 疑 陛 詮 皿 紬 母 蝋 謬 誹 師 部

三 戯 凹 己 。 斗 前 細 一 個 誌 ｌ 勤

ｕ 両 Ｊ

聖 冒 垂 ・ 哩 動 鴻 画 自 署 雪 国 潅 酉 舞 器

一 班 昂 》 醜 巽 鋤 創 画 言 郡 礁 一 出 面 翻

醒 帯 歓 『 雷 師 珊 郵 Ⅱ 恥 戸

や 迩 巾 皿 野 ● 一 や ＠ つ ・ 響 切 単

二
＝
釜
二
男

、
罰
。
卜
鴬

Ⅷ
佑
獅
１
１

世､
罰濡

』
ｗ
屋
ｘ
患

父
昼
詞

芦 奔 惹 Ⅶ １ 剰 ｓ 毎 ｓ 州 露 刷 叫

呈
叶
ョ

Ｉ
円
回
由

誌
両 惟
自
ト

召 圏 ・
霞 固 擢

騎罰 囲加
品

鰯 胤 ・
戯 升 辻

両
間 目

序 圏

川 囲
． 」 訂 血

因
.
上
野

趣
汀

瓶 で ↑
必 玲

峠
雲

季 照 訓

Ｉ
画
ロ

明

肝 劇 画
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／

９噸。
－兵犀のまつり一

ふれあいの祭典' 9 ０
平成2 年８月～１１月､ 県下各地で開催

文化やスポーツ、健康、福祉などのイペントを楽しみながら、県民の一人ひとり
が心を寄せ合い、いきいきとした明日の兵庫をめざす兵庫のまつりです。

、

夢診ﾐC参ﾐ C参ﾐ q S参& C診、ｅ参ﾐ乞参ｓＣ診皇C診亀乞参&C参ﾐ C診& c診心Ｓ参皇ら参ﾐご診&c参ﾐ C参ﾐ c診& c参ﾐ c診&参参皇c参ﾐ c診込ご参ﾐご参ﾐ芭

、

９月2 3 日( 日）ふれあいフェスティバル
ふれあいの祭典のメインイベント『ふ
れあいフェスティバル｣ を９月2 3 日( 日) 、
神戸市長田区の県立文化体育館を中
心に開催します。屋外イベント、ス
テージとも楽しい催しがいっぱい。
ご家族やお友だちと一緒に楽しい休
日を過ごして下さい。

県立文化体育館山陽電車西代訳下車すぐ
(神戸市長田区）挫蝋鉄新長田駅北へ
ﾃｰジ’（潅零学が）屋内ステージ

屋外イベント
( 1 ) ふれあいバﾌ ｫ ｰ ﾏ ﾝ ｽ 大会
愉快なアマチュアパフォーマンスコン
テスト、楽しいバナナのたたき売り、
子どもたちが大好きな「それいけ′ア
ンパﾝ ﾏ ﾝ ｼ ｮ ｰ 」など

チェリッシュ
i 2 1 ふれあい自由マーケット
袋物、エプロン、人形などの手
作り品の店、有名駅弁の店など
３１ふれあい広場
多数の賞品が当たる楽しいケーム大
会、クイズ大会など

●西オーストラリア州バレエ団の公演
●平家水軍太鼓の演奏
●障害者音楽グループ「あぶあぷあ」と
ふれあい合唱団との合同演奏
●チエリッシュの歌
●香港往復航空券など豪華賞品が当たる
「お楽しみプレゼント会」なと.

「ふれあいフェスティバル」の入場整理
券、その他ふれあいの祭典全般に関する
お問い合わせは、
ふれあいの祭典実行委員会事務局まで
〒6 5 O 神戸市中央区中山手通6 丁目1 - 1
厚生F F i庁舎６Ｆ
き(078)361-8610

兵庫のまつり兵庫のまつり

ふれあいの祭典' 9 0 のイベントからふれあいの祭典' 9 0 のイベントから

ｑ文化イベント
回兵庫県いけばな展
1 0 月４日( 木j ～9 日”大丸神戸店
■ミュージカルフェスティバルi n W l K A R A Z U K A
1 0 月５日耐－７日旧) 宝塚バウホールほか
目H Y O G O 映像祭
１０月７日旧）
伊丹市立演劇ホール・アイホール
■大茶会
１０月７日(日)
兵庫県公館・生田神社会館（神戸市〉
■ブライダル高砂f ９０
１０月２１日(日)
フォトコンテスト１０月１９日( 金) ～2 1 日( 日)
高砂市文化会館

国会同手工芸コンクール
１０月2 6日燭～2 9日[月｝
兵庫県民会館（神戸市）
■ジヤズダンスフェステイバルインかこがわ
１０月２１日( 日) 加古川市民会館

●福祉イベント
■健康福祉セミナー
１１月１６日曙芦屋ルナ・ホール
■ふれあいボｽ ﾀ 一展
１１月１４日伽～１６日{ 紺芦屋市民センター

口健康イベント
■ふれあい健康フェア
11月2日樹～4日（日）
小西酒造㈱白雪ホール・酒蔵( 伊丹市）
11月４日（日）
伊丹スポーツセンター体育館
■すこやか食生活フェア
11月２日園～4日（日）
小西酒造㈱白雪ホール・酒蔵( 伊丹市）

レスポーツイベント
1 0 月２１日旧l 明石公園
開会式/ 健康ランニング／
ターケットバードゴルフ／
テニス/ バレーボールなど

ノ
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延

Ｗ

、

Ｉ
き
っ
と
神
戸
が
想
い
出
に
な
る
。

ホ
テ
ル
シ
ェ
レ
ナ
の
、
ウ
エ
ー
万
‐
ン
ダ
）

Ｉ堂守
Ｌｇ全吊

偶

■
，

1 9 9 0 1 9 9 1

9/8sat←6/30s皿
お見積り例

60名様￥1,230,000
メルピューブﾚ ぜﾝ ﾄ 該当日1 ＝利用いただけま税
●メルピュープレゼント
特別料理メニュー
ドレスレンタルプレゼント
ハネムーンクーポン進呈

ご蝿礼相談室営業時間A M g : 0 0 ～F M 9 : 0 ０

延

Ｗ
″

皿HCrTELCHERlENA
6-2-12,Ｍo[omachi-dori，Chuo-ku，

Kobe,Japan

o7837I-3333ノ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



■
■
■
仙
町
写

H I M E J I F E S T A 3 F O 7 9 2 - 2 2 - 1 3 3 3
K Y o T o F u J I 1 D A l M A R u 2 F O 7 5 - 2 1 1 - 0 8 5 7
T A K A R A Z U K A S U N V l O L A 3 F O 7 9 7 - 7 1 - 4 8 3 O
S E l S l N P L E N T Y 2 F O 7 8 - 9 9 2 - 0 0 8 8

B E N E T T O N M A c
FUJlIDAlMARUMAC
S U ＮＶｌＯＬＡＭＡＣ
ＰＬＥＮＴＹＭＡＣ

カジュアルウェア一

H E A D O F F l C E 7 F N E W C E N T E R 1 - 6 - 2 2 ／S A N N O M 1 Y A - C H O C H U O - K U K O B E C l T Y O 7 8 - 3 9 2 - 1 6 5 1
S A N N O M l Y A M A C S A N N O M l Y A C E N T E R - G A l 1 0 7 8 - 3 9 1 - O 8 9 5
T H E B L A Z E R S H O P M A C T O R - R O A D O 7 8 - 3 9 1 - 0 8 9 6
D O L C E M A C S A N N O M l Y A C E N T E R - G A I 2 0 7 8 - 3 3 2 - O 1 4 1
F E S T A M A C H l M E J l F E S T A 2 F O 7 9 2 - 8 9 - 4 7 3 8

盤鯉穏震

二

一# 一一寒寒討一＝房二⑤０

ビジネスウエアー

一

頓

－９

ど・う・ぞ．よ・ろ・し・＜

苫b ④

あ ・り・が．と・う

アウトドアウエアー

新しいギフトパッケージが出来ました。

お・め・で．と・う
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新
た
な

国
際
情
報
都
市
を

め
ざ
し
て

百

１
３１
１

島
田
五
三
郎

■
｜
私
の
意
見

八
神
戸
市
会
議
長
Ｖ

鴬

嘩押 ' 輔

畷鯛塞漣鯉:欝嘗
油盟
苧A 哩

出 , 錐

噌忌鶏′弔副

薦”鴬驚。鎧普､瀞蛍飼篭
愈動噌灘

神
戸
市
で
は
、
や
さ
し
さ
と
ぬ
く
も
り
を
実
感
で
き
る
市
政
を

展
開
し
、
す
べ
て
の
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
心
の
か
よ
っ

た
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
た
め
に
は
皿
世
紀
に
む
け
て
い
き
い
き
と
し
た
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
続
く

海
上
都
市
と
し
て
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
（
第
２
期
）
の
埋
立
て
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
予
想
さ
れ
る
「
空
の
時
代
」

に
対
応
す
る
た
め
、
国
の
第
６
次
空
港
整
備
５
箇
年
計
画
組
入
れ

を
目
指
し
て
い
る
神
戸
空
港
の
建
設
が
企
画
さ
れ
て
お
り
、
関
西

国
際
空
港
と
の
海
上
ア
ク
セ
ス
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

明
石
海
峡
大
橋
が
平
成
９
年
度
に
完
成
し
、
山
陽
自
動
車
道
、
大

阪
湾
岸
道
路
の
完
成
も
予
定
さ
れ
、
陸
・
海
・
空
の
総
合
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
度
産
業
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
内
陸
部
で
は
神
戸
ハ
イ
テ

ク
パ
ー
ク
、
神
戸
複
合
産
業
団
地
、
神
戸
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
の
整

備
が
進
み
、
市
立
理
工
系
大
学
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

高
度
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
な
る
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド

の
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
第
２
国
際
展
示
場
、

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
よ
っ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

ま
た
、
農
漁
業
で
も
、
フ
ル
ー
ッ
パ
ー
ク
、
マ
リ
ン
ピ
ァ
神
戸

の
整
備
、
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
に
よ
っ
て
、
神
戸
ら
し
い
都
市

型
産
業
と
し
て
振
興
を
図
り
ま
す
。

こ
う
し
た
新
し
い
都
市
づ
く
り
の
一
方
で
、
古
い
市
街
地
域
で

は
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
現
象
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

「
〃
街
″
〃
人
″
〃
水
″
い
き
い
き
下
町
」
の
再
生
を
目
指
し
、
「
海

岸
線
」
を
は
じ
め
と
す
る
均
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

核
に
地
域
の
活
性
化
を
図
る
計
画
で
す
。

こ
う
し
た
各
種
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
成
に
よ
っ
て
、
虹

世
紀
の
国
際
港
都
。
神
戸
は
、
人
、
物
、
情
報
が
集
積
す
る
拠
点

と
な
り
、
新
た
な
国
際
情
報
都
市
へ
と
飛
躍
し
て
い
く
こ
と
で
し

ょ
う
。

電電

篭

蕊謬
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「おもちゃの国の世界」津田仁子・作
（油絵）二紀会会員

阪神児童画研究会委員

高層マンションに移った時に、高い所から見え
る現代的風景を思うままに描きました。お人形に
は感情移入をせず、メルヘンでもなく無機質的
に、そしてそれをとりまく世界を描きます。

（柿沼産婦人科に展示９／１～９／3 0 ）

蔓柿沼産婦人科

＠

阪神芦屋駅北へ１分・芦屋警察署東隣り
茸（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 （ＦＡＸ兼用〕

当G A L L E R Y に掲戟ご希望の方は月刊神戸っ子まで御連絡下さい。

爽やかな初秋に‘‘カルテット，，を

。マドレーヌ･ スモールバウムクーヘン
･ トランシュ（オレンジ・チョコレート）

脅
溌
&

"迄へ
蝉

瀧

Z三八f仏"｡刀工外
一北欧の銘菓一

☆健保適用産婦人科･ 内科( 女性専科）
需甜

3２
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レ
ビ
ュ
ー
化
し
て
し
ま
う
。
但
し
絶
対

的
な
ル
ー
ル
が
あ
っ
て
そ
れ
ら
は
何
時

も
美
し
く
ひ
た
す
ら
美
し
く
世
の
憂
さ

を
忘
れ
さ
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。「

す
み
れ
の
花
咲
く
頃
」
の
原
歌
詞
は

リ
ラ
の
下
で
結
ば
れ
て
は
冷
め
て
ゆ
く

恋
の
果
敢
さ
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
り
、

原
曲
の
気
分
で
言
え
ば
ブ
ル
ー
ム
ー
ド

な
の
で
あ
る
。
所
が
白
井
識
造
は
す
み

れ
に
置
き
換
え
て
甘
い
恋
の
感
傷
に
仕

立
て
直
し
た
。
つ
ま
り
リ
ラ
は
ほ
ろ
苦

く
す
み
れ
は
甘
酸
っ
ぱ
い
の
で
あ
る
。

「
花
詩
集
」
や
「
華
麗
な
る
４
拍
子
」

で
活
躍
し
た
シ
ャ
ン
ソ
ン
レ
ビ
ュ
ー
が

生
ん
だ
花
々
が
今
芸
能
界
の
大
御
所
に

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
花
が
バ
ラ
に
代

っ
て
も
同
じ
。
「
ベ
ル
バ
ラ
」
で
育
っ

た
鳳
蘭
は
ジ
ェ
ー
ム
ス
山
か
ら
降
り
て

来
て
開
い
た
大
き
な
紅
菩
蔽
で
あ
る
。

八
千
草
に
し
て
も
大
地
真
央
に
し
て
も

宝
塚
出
身
の
ス
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
は
す

宝
塚
歌
劇
を

振
り
返
っ
て

菅
沼
潤

〈
志
準
霊
歌
劇
団
〉

篭
鼎
植
稀
賞

（
文
化
芸
術
部
門
）
受
賞
者

メ
リ
ケ
ン
波
止
場
か
ら
船
に
乗
っ
て

１
カ
月
か
か
っ
て
パ
リ
へ
着
い
た
と
い

う
そ
の
昔
、
レ
ビ
ュ
ー
は
全
盛
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
直
行
便
岨
時
間
で
行
け
る

今
、
本
場
で
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
レ
ビ

ュ
ー
は
宝
塚
が
世
界
の
名
物
に
な
り
代

っ
て
い
る
。
理
由
の
大
半
は
女
性
だ
け

で
成
り
立
っ
て
い
る
事
だ
が
、
演
目
に

シ
ョ
ー
と
ド
ラ
マ
を
併
存
さ
せ
て
い
る

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
も
人
気
の
秘

訣
が
あ
る
。
ド
ラ
マ
で
ス
タ
ー
を
育

て
、
シ
ョ
ー
で
客
を
呼
ぶ
。
舞
台
芸
術

の
真
価
を
衝
い
た
実
に
巧
い
方
法
で
あ

る
。
「
源
氏
物
語
」
で
あ
ろ
う
が
「
風

と
共
に
去
り
い
」
で
あ
ろ
う
が
何
で
も

随
想題

べ
て
明
る
く
大
ら
か
で
美
し
い
。

そ
れ
は
神
戸
の
町
の
イ
メ
ー
ジ
に
似

て
屈
託
が
無
く
自
由
で
束
縛
さ
れ
な
い

共
通
の
リ
ズ
ム
感
に
満
ち
て
い
る
。

先
月
久
し
振
り
に
南
仏
を
訪
れ
た
ら

農
村
の
小
母
チ
ャ
ン
達
は
帥
年
前
の

「
す
み
れ
」
や
ヨ
ル
シ
カ
の
バ
ラ
ー

宝
塚
。
心
の
故
郷
」
を
憶
え
て
い
た
。

マ
ル
セ
イ
ユ
の
港
は
ア
ラ
ブ
系
の
人
が

目
立
ち
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
に
歌
わ
れ
た
港

町
の
感
傷
も
無
か
っ
た
が
、
パ
リ
が
未

来
都
市
に
生
れ
か
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

の
に
比
べ
南
仏
は
一
部
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
除
い
て
悠
々
と
ガ
リ
ア
の
昔
を
維

持
し
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

帥
年
前
の
パ
リ
の
姿
を
留
め
て
い
る

の
が
世
界
で
も
も
う
宝
塚
だ
け
と
い
う

稀
少
価
値
は
何
に
も
変
え
難
い
。
若
い

作
家
の
花
を
飾
ら
な
い
シ
ョ
ー
を
観
て

い
て
も
や
は
り
そ
こ
に
は
レ
ビ
ュ
ー
感

覚
が
息
づ
い
て
い
る
。
宝
塚
を
卒
業
し

蕊

黒い衣と黄色い花・石阪春生

マルセイユをパックにイブ島での菅沼さん

3３
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真
正
面
か
ら
選
手
の
姿
を
と
ら
え
ま

す
。
選
手
は
一
人
、
ま
た
一
人
と
ゴ
ー

ル
イ
ン
し
ま
す
。
競
技
が
終
わ
っ
た
よ

う
に
思
え
た
そ
の
時
、
突
如
競
技
場
に

拍
手
が
響
き
わ
た
る
の
で
す
。
カ
メ
ラ

は
こ
の
時
、
ま
だ
印
メ
ー
ト
ル
も
走
っ

て
い
な
い
、
と
い
う
よ
り
は
歩
い
て
い

な
い
ラ
ン
ナ
ー
を
と
ら
え
ま
す
。
歯
を

く
い
し
ば
り
、
一
歩
一
歩
、
大
地
を
踏

み
し
め
る
よ
う
に
歩
く
姿
、
カ
メ
ラ
は

執
勧
に
そ
の
姿
を
追
い
続
け
ま
す
。
そ

し
て
ゴ
ー
ル
、
拍
手
の
渦
。
そ
の
後
の

取
材
で
、
彼
は
日
々
車
椅
子
で
生
活
を

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
映

像
に
は
そ
ん
な
彼
の
歩
く
こ
と
へ
の
執

念
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
映
像

の
長
さ
は
約
５
分
。
放
送
時
間
処
分
の

番
組
で
は
、
あ
ま
り
に
も
長
く
、
カ
ッ

ト
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
夢
の

中
で
は
、
「
な
ん
と
か
上
手
く
使
え
な

か
っ
た
の
か
」
と
い
う
文
句
が
何
回
も

出
て
き
ま
し
た
。

も
う
一
つ
よ
く
見
た
夢
は
、
選
手
宣

誓
を
し
た
目
の
不
自
由
な
水
泳
選
手
、

蒲
生
明
美
さ
ん
の
お
父
さ
ん
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
す
。
ま
だ
明
美
さ
ん
が
幼
い

時
、
お
母
さ
ん
も
一
緒
に
３
人
で
電
車

に
乗
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
明
美
さ
ん

が
言
い
ま
す
。
「
海
が
き
れ
い
ね
」
お

父
さ
ん
は
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
惜
然
と

し
ま
す
。
目
の
不
自
由
な
娘
が
、
目
の

見
え
る
よ
う
な
事
を
言
う
。
親
に
お
も

ね
る
よ
う
な
事
を
言
う
。
そ
ん
な
こ
と

を
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
育
て
た

〈
獅
麹
諏
榊
俸
誠
鑑
霊
〉

「
メ
ダ
ル
は
笑
顔
に

輝
い
た
」
制
作
後
記

田
中
実

た
私
は
今
振
り
返
っ
て
帥
年
の
歩
み
を

続
け
常
に
伝
統
の
礎
を
踏
み
つ
づ
け
て

来
た
そ
の
確
か
な
足
音
と
巨
大
な
構
築

美
を
思
い
、
良
い
勉
強
を
さ
せ
て
貫
っ

た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
の
人
生
は
美
し
い
だ
け
で
は
や

っ
て
い
け
な
い
に
し
て
も
、
宝
塚
で
培

わ
れ
た
美
意
識
は
も
う
私
の
中
で
甘
い

だ
け
の
も
の
で
は
無
く
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

私
は
番
組
を
制
作
し
た
後
、
よ
く
夢

を
見
ま
す
。
力
が
入
れ
ば
入
る
ほ
ど
、

悩
め
ば
悩
む
ほ
ど
、
夢
の
回
数
が
多
く

な
り
ま
す
。
こ
ん
な
コ
メ
ン
ト
に
す
れ

ば
良
か
っ
た
、
あ
の
映
像
は
落
と
さ
な

い
ほ
う
が
良
か
っ
た
な
ど
、
夢
の
中
で

イ
ラ
イ
ラ
し
ま
す
。
し
か
し
「
終
わ
っ

た
ん
や
か
ら
」
と
何
回
も
夢
の
中
で
咳

い
て
い
る
う
ち
に
夢
を
見
な
く
な
り
ま

す
。
「
メ
ダ
ル
は
笑
顔
に
輝
い
た
」
を

制
作
し
た
後
は
、
２
週
間
位
夢
を
見
続

け
ま
し
た
。
一
番
よ
く
見
た
夢
は
、
脳

性
マ
ヒ
の
人
達
が
参
加
し
た
川
メ
ー
ト

ル
競
争
で
し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
が
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
つ
く
。
号
砲
一
発
、
全
員

ス
タ
ー
ト
。
カ
メ
ラ
は
ゴ
ー
ル
地
点
、

１
３４
１

剥
碩
勧
慰自

分
の
責
任
を
痛
感
し
ま
す
。
一
言
一

言
か
み
し
め
る
よ
う
に
話
す
お
父
さ
ん

の
言
葉
に
は
、
明
美
さ
ん
を
支
え
る
家

族
の
畔
、
愛
情
が
に
じ
み
で
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
時

間
の
関
係
で
落
と
さ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
実
に
残
念
で
し
た
。

フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
て
ま
も
な

く
１
年
が
す
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

さ
す
が
に
夢
を
見
る
こ
と
も
な
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
文
章
を

書
く
機
会
を
得
て
、
私
の
中
に
フ
ェ
ス

ピ
ッ
ク
の
後
何
を
し
て
き
た
の
か
、
と

い
う
問
い
が
湧
き
お
こ
っ
て
き
ま
し

た
。
「
こ
れ
は
又
夢
を
見
る
か
も
し
れ

な
い
」
そ
ん
な
気
が
す
る
昨
今
で
す
。

■
メ
ダ
ル
は
笑
顔
に
輝
い
た
ｌ
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
ー
極
東
・
南
太
平
洋
身
体
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し
た
選
手
達
を
描
い

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
。

平
成
元
年
如
月
加
日
午
後
、
時
Ｉ
加
時
“
分

全
国
放
送
。
尚
、
同
作
品
は
第
脚
回
井
植
文
化

賞
（
報
道
出
版
部
門
）
を
受
賞
。

フェスピック大会の開会式
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本
を
出
版
す
る
の
な
ら
鈴
鹿
海
軍
工

廠
へ
挺
身
隊
員
と
な
っ
て
行
っ
て
い
た

時
の
こ
と
を
書
き
た
い
。
な
ぜ
あ
そ
こ

で
あ
ん
な
に
不
良
品
が
続
出
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
ま
と
も
な
十
三
粍
旋
回
機

銃
が
完
成
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

私
は
当
時
十
七
歳
だ
っ
た
が
、
あ
れ

か
ら
四
十
数
年
経
ち
昭
和
が
終
り
か
け

る
頃
に
、
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
よ
う
に
取
材

を
し
始
め
た
。
青
春
の
一
時
期
の
空
白

を
埋
め
な
い
こ
と
に
は
、
落
し
も
の
を

し
た
よ
う
で
落
ち
着
か
な
か
っ
た
。

何
年
も
か
か
り
十
人
ほ
ど
か
ら
情
報

を
得
、
そ
し
て
資
料
を
集
め
た
。
そ
れ

で
も
ま
だ
一
割
ほ
ど
不
明
な
と
こ
ろ
が

残
っ
て
い
る
。
残
っ
て
い
る
ま
ま
に
私

は
こ
の
春
に
そ
の
作
品
を
仕
上
げ
た
。

し
か
し
一
冊
の
本
に
ま
と
め
る
に
は

あ
と
百
枚
ほ
ど
足
ら
な
か
っ
た
。
も
う

一
年
待
と
う
か
。
じ
っ
く
り
探
せ
ば
不

明
は
消
え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
は
思
っ
た

が
、
私
の
筆
力
で
武
器
の
話
を
書
い
て

も
、
最
後
ま
で
読
ん
で
貰
え
る
か
ど
う

か
。
ま
ず
女
は
読
ま
な
い
だ
ろ
う
し
、

戦
後
生
れ
に
は
今
さ
ら
古
い
武
器
の
話

を
持
ち
出
し
て
も
、
興
味
は
な
い
だ
ろ

う
。
そ
れ
な
ら
一
一
百
十
枚
で
よ
い
で
は

上
田
三
洋
子

八
作
家
Ｖ

遊
び
好
き
に

な
っ
た
大
人

写真は２枚とも神戸文学賞の受賞パーティより（9 0 . 1 . 2 3 オリエンタルホテル）

１
３５
１

私
が
本
を
出
す
と
決
め
原
稿
を
埋
め

て
い
る
時
か
ら
、
私
の
周
り
の
遊
び
好

き
の
連
中
が
、
出
版
パ
ー
テ
ィ
を
し
よ

う
と
決
め
て
し
ま
っ
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
は
嫌
い
だ
け
ど
、
出
版

を
だ
し
に
し
て
喋
り
合
い
刺
戟
し
合
っ

て
交
流
し
よ
う
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

一
つ
ぐ
ら
い
や
る
ん
で
し
よ
。
や
ろ
う

よ
。
処
女
出
版
な
ら
当
然
よ
。
ま
だ
本

物
の
作
家
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
。

賑
や
か
に
け
し
た
て
ら
れ
、
パ
ー
テ

ィ
を
す
る
た
め
に
原
稿
を
書
い
て
い
る

の
か
と
錯
覚
を
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

一
方
で
文
筆
活
動
を
し
て
い
る
仲
間

は
そ
う
し
た
こ
と
に
は
冷
や
や
か
で
あ

る
。
私
は
そ
の
中
間
の
位
置
に
い
て
両

方
の
顔
を
見
せ
て
い
た
。
そ
れ
は
迎
合

で
は
な
く
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
私
の
内
側

に
あ
る
二
面
性
で
も
あ
っ
た
。

出
版
記
念
会
は
こ
う
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
規
則
は
な
い
だ
ろ
う
。

私
は
私
な
り
の
や
り
方
を
希
望
し
、
二

つ
の
接
点
を
探
そ
う
。

そ
し
て
九
月
十
六
日
五
時
か
ら
そ
れ

は
始
ま
る
予
定
で
あ
る
。

「
ど
ん
な
服
を
着
て
行
く
の
？
も
う

考
え
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
」

「
忙
し
い
か
ら
ま
だ
よ
。
そ
の
辺
の
も

の
を
着
て
行
く
わ
」

「
そ
れ
じ
ゃ
正
装
し
て
来
る
お
客
様
に

失
礼
よ
・
第
一
足
を
見
せ
た
ら
い
け
な

い
の
よ
・
知
っ
て
い
る
の
？
」

私
の
多
く
の
仲
間
は
私
を
肴
に
し
て

何
カ
月
も
前
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
。

な
い
か
。

丁
度
神
戸
文
学
賞
を
頂
い
た
し
、
短

編
の
そ
れ
ら
を
加
え
て
仕
上
げ
よ
う
。

自
分
を
な
だ
め
な
が
ら
夏
に
上
梓
し
た

資
料
探
し
人
探
し
、
真
相
追
究
の
執

念
。
武
器
に
弱
い
女
が
書
い
た
作
品
。

そ
れ
ら
で
労
作
と
思
わ
れ
た
の
だ
ろ

う
。
思
い
が
け
ず
沢
山
の
新
聞
社
が
記

事
に
し
て
く
れ
た
。
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稔
八
神
戸
大
学
名
誉
教
授
・
福
山
大
学
教
授
ｖ

城間紅型研究所工戻

七
月
末
兵
庫
県
公
館
の
第
一
回
ア
ジ

ア
太
平
洋
芸
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
阪
大

教
授
谷
村
晃
氏
の
基
調
講
演
の
あ
と
、

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
か
ら
中
国
の
琵
琶
、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
楽
器
な
ど
七
か
国
の
民

族
音
楽
の
解
説
と
実
演
が
あ
っ
て
印
象

深
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
書
く
つ
も
り

は
な
い
。
そ
の
夜
こ
れ
ら
各
国
の
方
々

の
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
で
、
関
西
琉
球
舞
踊

研
究
所
社
中
（
尼
崎
）
に
よ
る
四
つ
竹
、

あ
制
か
わ

カ
メ
ョ
ー
天
川
の
一
一
曲
が
演
ぜ
ら
れ

た
。
こ
れ
ぞ
日
本
、
中
国
、
東
南
ア
ジ

ア
の
接
点
で
、
谷
村
教
授
の
指
摘
さ
れ

た
自
然
と
歴
史
、
生
活
文
化
の
人
間
の

身
体
の
お
り
な
す
産
物
で
、
琉
球
王
朝

時
代
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
た
ま
た
ま

八
月
は
じ
め
あ
る
研
究
学
会
で
数
年
ぶ

り
に
沖
縄
を
訪
ね
る
筆
者
に
と
っ
て
よ

い
前
奏
曲
と
な
っ
た
。
そ
し
て
戦
前
内

地
織
物
中
心
の
旧
丸
紅
の
調
査
部
に
八

年
近
く
い
た
筆
者
は
、
無
意
識
に
衣
裳

の
色
彩
模
様
に
関
心
を
そ
そ
ら
れ
る
。

五
○
○
年
の
歴
史
を
も
つ
疏
球
舞
踊
の

色
彩
豊
か
な
紅
型
（
び
ん
が
た
）
を
こ

こ
の
テ
ー
マ
に
し
た
い
。
華
か
な
色
彩

し
か
も
品
の
よ
さ
淡
さ
が
あ
っ
て
能
に

似
た
雰
囲
気
を
見
せ
る
不
思
議
さ
が
心

を
ひ
く
。

那
覇
に
着
い
て
す
ぐ
県
庁
工
芸
産
業

課
を
訪
ね
最
近
の
紅
型
の
あ
ら
ま
し
を

聞
い
た
。
復
帰
後
す
ぐ
県
無
形
文
化
財

指
定
が
あ
り
現
在
業
者
数
四
○
、
従
業

員
一
五
○
人
、
四
億
円
近
く
の
年
産
額

で
ま
ず
順
調
と
い
う
。
旧
王
城
の
あ
っ

た
首
里
地
区
に
工
房
が
ほ
と
ん
ど
集
っ

て
い
る
こ
と
は
前
に
も
歩
い
て
知
っ
て

い
た
が
、
学
会
出
席
の
あ
い
間
に
、
あ

ら
た
め
て
保
存
会
長
経
営
の
城
間
紅
型

研
究
所
、
事
務
局
長
経
営
の
名
渡
山
工

芸
館
な
ど
を
訪
ね
た
。
激
戦
で
、
人
、
技

術
そ
し
て
型
紙
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
、

会
長
城
間
栄
喜
氏
ら
に
よ
り
内
地
の
工

芸
研
究
家
ら
の
協
力
で
型
紙
を
収
集
再

発
足
し
て
今
日
に
至
っ
た
と
い
う
。
工

房
の
現
場
を
み
る
と
、
型
彫
か
ら
色
差

し
、
ぼ
か
し
な
ど
に
従
事
す
る
男
女
の

な
か
に
か
な
り
若
手
も
交
っ
て
後
継
者

も
育
ち
つ
つ
あ
る
模
様
、
し
か
し
若
手

を
前
に
辛
抱
が
な
く
て
と
ぼ
や
く
先
輩

従
業
員
も
い
た
。
最
近
の
地
元
舞
踊
人

口
の
増
加
、
増
え
る
観
光
客
の
土
産
物

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
主
力
は
東
京
、
京

都
市
場
を
ヘ
エ
局
級
着
尺
帯
地
な
ど
の

需
要
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
経
営

八
そ
の
鯛
Ｖ

米
花

び
ん
が
た

琉
球
の
紅
型
工
房

砿

者
も
世
代
交
替
が
始
ま
り
つ
つ
、
仕
事

の
傍
ら
洋
画
個
展
を
開
く
若
手
経
営
者

も
み
ら
れ
、
沖
縄
の
産
業
と
文
化
の
特

徴
的
接
点
の
ひ
と
つ
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
薩
摩
藩
と
中
国
と
の

は
ざ
ま
に
苦
慮
し
た
王
朝
に
支
援
を
う

け
、
明
治
政
府
の
援
助
が
絶
え
て
衰
微

の
な
か
そ
の
復
興
の
き
ざ
し
が
、
ま
た

第
二
次
大
戦
に
頓
挫
す
る
な
ど
に
遭
遇

し
つ
つ
今
日
全
国
で
も
極
め
て
特
徴
的

な
疏
球
文
化
を
形
成
し
て
い
る
典
型
を

紅
型
に
み
、
心
う
た
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
書
い
て
、
話
は
全
く
飛
ぶ

が
、
神
戸
の
染
色
工
業
を
想
起
す
る
。

戦
前
無
地
染
な
が
ら
新
湊
川
あ
た
り
か

ら
東
神
戸
住
吉
あ
た
り
ま
で
輸
出
人
絹

織
物
の
染
色
工
場
が
あ
っ
て
、
わ
が
国

で
も
ひ
と
つ
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
を

記
憶
す
る
人
も
す
ぐ
な
い
か
も
知
れ

ず
、
つ
い
で
に
書
き
記
し
た
か
っ
た
の

で
あ
る
。
今
ア
パ
レ
ル
中
心
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
産
業
が
こ
れ
に
か
わ
っ
て
い
る

と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

城問打型工房での作業風景
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１
３８
１

●
れ
ん
さ
い
エ
ッ
セ
イ
●
ベ
ン
の
う
ち
そ
と
●
羽

一
葉
と
鈴
虫
の
オ
ス
た
ち

一
一
一
枝
和
子
〈
作
家
〉
え
．
元
永
定
正

で
あ
っ
た
。
一
葉
は
百
人
に
一
人
も
い
な
い
よ
う
な
偶
然

が
重
な
っ
て
戸
主
に
な
っ
た
。
偶
然
と
い
う
の
は
父
親
が

破
産
し
て
長
兄
が
若
く
し
て
家
督
を
継
い
だ
が
、
こ
の
長

兄
が
早
々
に
病
死
、
次
兄
は
他
家
に
養
子
に
行
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
の
で
止
む
な
く
父
親
を
後
見
人
に
し
て
娘
の
一

葉
が
家
督
を
継
い
だ
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の

父
親
も
間
も
な
く
病
死
と
い
う
不
幸
の
重
な
り
が
あ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

と
に
か
く
一
文
無
し
の
戸
主
で
あ
る
一
葉
は
、
何
と
か

し
て
自
分
の
才
覚
で
母
と
妹
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
責
任
感
と
、
戸
主
で
あ
る
と
い
う
当
時
の
女
性

と
し
て
は
決
し
て
持
つ
こ
と
の
で
き
な
い
自
負
の
念
と
社

会
的
な
地
位
が
、
一
葉
の
行
動
を
男
並
み
に
し
た
の
だ
と

思
え
る
。

な
か
で
も
私
が
興
味
深
い
の
は
、
そ
ろ
そ
ろ
文
学
的
な

こ
ち
よ
う

名
声
が
高
ま
っ
て
来
た
一
葉
の
許
へ
、
馬
場
孤
蝶
、
平
田

と
く
ぼ
く

禿
木
、
川
上
眉
山
な
ど
の
文
学
青
年
た
ち
が
競
っ
て
集
ま

っ
て
来
る
模
様
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
葉
の
許
へ
集
ま
っ
て

先
日
、
近
代
文
学
館
主
催
の
夏
期
文
学
講
座
で
、
樋
口

一
葉
の
『
日
記
』
に
つ
い
て
の
講
演
を
頼
ま
れ
た
。
い
ま

ご
ろ
文
学
講
座
な
ど
聞
き
に
来
る
人
な
ぞ
、
余
程
の
物
好

き
な
の
だ
ろ
う
が
、
明
治
は
人
気
、
と
か
で
東
京
有
楽
町

の
「
よ
み
う
り
ホ
ー
ル
」
は
満
員
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

な
か
ら
い
と
う

一
葉
の
『
日
記
』
で
問
題
に
な
る
の
は
、
例
の
半
井
桃

す
い水

と
の
恋
愛
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
い
つ
も
一
一
一
一
口
わ
れ
る
こ

と
は
、
当
時
、
二
十
歳
や
そ
こ
ら
の
娘
が
単
身
、
三
十
何

歳
か
の
独
身
男
を
訪
ね
る
大
胆
さ
に
つ
い
て
で
あ
る
。

「
男
女
七
歳
に
し
て
席
を
同
じ
く
せ
ず
」
と
い
う
道
徳

が
ま
か
り
通
っ
て
い
た
明
治
の
時
代
に
あ
っ
て
、
何
と
い

う
…
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
私
は
、
少
し

違
う
意
見
を
持
っ
て
い
る
。
ま
あ
、
恋
愛
云
々
は
結
果
の

話
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
一
葉
が
、
最
初
に
桃
水
を
訪
問
し

た
の
は
、
原
稿
の
売
り
込
み
依
頼
で
あ
る
。
こ
の
と
き
一

葉
は
二
十
歳
の
娘
と
し
て
決
し
て
あ
り
得
な
い
よ
う
な
立

場
に
い
た
。
家
督
を
相
続
し
て
戸
主
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

家
父
長
制
の
厳
し
い
当
時
、
女
性
は
父
の
娘
か
夫
の
妻
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１
３９
１

っ
て
考
察
し
た
い
と
き
、
よ
く
引
き
合
い
に
出
す
。
私
の

知
り
合
い
の
若
い
女
性
の
お
母
さ
ん
で
商
売
と
し
て
鈴
虫

を
育
て
て
い
る
人
が
い
る
。
商
売
で
あ
る
か
ら
、
鈴
虫
が

よ
く
鳴
く
よ
う
に
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ご
存
知
の

よ
う
に
鳴
く
の
は
オ
ス
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
、
育
て
か

た
と
し
て
、
オ
ス
・
メ
ス
の
数
の
比
例
に
気
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
お
母
さ
ん
の
長
年
の
経
験
か
ら
、
一
匹

の
メ
ス
に
対
し
て
五
、
六
匹
の
オ
ス
と
い
う
の
が
、
も
っ

と
も
よ
く
鳴
く
よ
う
に
な
る
そ
う
で
あ
る
。
一
匹
の
メ
ス

に
対
し
て
一
、
二
匹
の
オ
ス
と
い
う
関
係
で
は
安
心
？
し

て
か
、
あ
ま
り
鳴
か
な
い
。
ま
た
一
匹
の
メ
ス
に
二
十
匹

く
ら
い
の
オ
ス
と
い
う
関
係
に
す
る
と
、
諦
ら
め
？
て
し

ま
う
の
か
、
こ
れ
も
ほ
と
ん
ど
鳴
か
な
い
そ
う
で
あ
る
。

ど
う
い
う
わ
け
で
、
馬
場
孤
蝶
、
平
田
禿
木
、
川
上
眉

山
の
話
を
し
な
が
ら
、
鈴
虫
の
オ
ス
の
話
が
突
然
ヒ
ラ
メ

い
た
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
口
走
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
う
な
る
と
、
も
う
仕
方
が
な
い
。
明
治
の
気
鋭
の

文
学
者
た
ち
も
鈴
虫
の
オ
ス
並
み
で
、
彼
ら
は
一
葉
と
い

う
メ
ス
鈴
虫
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
精
一
杯
競
い
あ
っ
て
、

活
発
な
議
論
を
展
開
し
、
明
治
の
文
壇
に
貢
献
で
き
た
の

だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
実
際
の
話
、
私
は
、
人
間
の
男
た
ち
が
こ

し
ら
え
て
来
た
さ
ま
ざ
ま
の
文
化
を
、
鈴
虫
の
鳴
き
声
と

同
じ
視
点
で
捉
え
る
立
場
が
、
い
ま
は
必
要
だ
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
こ
の
口
走
り
は
、
案
外
常
々
考
え
て
い
る
本

音
な
の
で
あ
る
。

談
論
風
発
、
時
を
忘
れ
て
語
り
あ
っ
た
ら
し
い
。

け
い
し
ゆ
う

こ
う
し
た
事
態
は
閏
秀
作
家
（
結
婚
し
て
い
る
女
性
作

家
を
戦
前
ま
で
は
、
こ
ん
な
ふ
う
な
言
葉
で
呼
ん
で
い
た

の
で
あ
る
。
何
と
い
う
言
葉
か
／
）
に
あ
っ
て
は
、
決
し

て
あ
り
得
な
い
。
一
葉
が
一
家
の
主
人
で
あ
る
か
ら
こ
そ

成
り
立
ち
得
た
文
学
サ
ロ
ン
で
あ
る
。
男
た
ち
は
き
っ

と
、
男
同
士
数
人
集
ま
っ
て
語
り
合
う
よ
り
以
上
の
、
素

晴
し
い
議
論
を
戦
わ
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

こ
こ
で
私
は
、
突
然
、
鈴
虫
の
オ
ス
の
話
を
思
い
出
し

た
。
こ
の
話
は
、
私
が
男
と
女
の
関
係
の
原
点
に
立
ち
戻
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